
第3章 運営計画

1 基 本的な考 え方

皇族殿下の御陶持をlnIぎ大巨等要人及び爪内外からの参力吊者等約3,000人が集う大

会であるため 次 の点に十分首強 した曽普を行う。

(1)参加者の安全性を最優先にした留首 (施穀、防災、環境術生、医療救護)を行う。

(2)事故の来殊防止に加え 不別の事態に対し迅速力Yづ正確な対応ができる仰制をとる。

(3)高齢者や身懐者に対して雷輸 の行き届いたきめ細かし理 首を行う

(4)合理的な体制の強立により 安 全かつ円滑な超曽を行う。

(5)来場者に対し わ かりやすく規切な接遇を行う。

(6)自然環境に優しく 清 潔で快適な会場づくりを行う。

【運営体制】

(1)大会の円滑かつ効車的な運営を行うため、第32回全国首相察愛嬢県実行委員会の

下に「第32回全国育材祭愛媛県実施ネ師Jを段置する。

12)荒天時におけるお手入れ行車の対応を決定するため、必要に応して 「お手入れ行

事判定会議Jを 開催する。

0ポ ランティア等との協働によう県民静カロ型の選皆を行う。

【参加者の誘導】

(1)参加者の誘導は基本的にネス単位とし、輸送本部を設優し 計 画的なネス輸送を

行う。

(2)参加者輸送′ヽスには添乗員を配睡し、革内での説明や全翔所定座席までの誘導案

内を行う。

(3)を駐車縁入日向辺には誘導睦理員を配餞し 歩 右ヽ と車両の安全管理を行う。

(4)高揮首 身 障者の移動介助体HJを整える。

【け災体制】

火災 事 故尊の非常事態に迅速かつ適切に対応するため 警 伸本部 消 防本部を設

置し 警 察 消 防等関係機関との来はな連絡、協力体Mlを確立し、参加者の安全確保

に努める。

【環境衛生対策】

会場内にゴミ菊済所を設置し、適創孫員による巡回lHFを行い、快適な環境保全と

会場業化に努める。また 弁 当簡Bl l所、おもてなし広場等での飲交物の取り扱▼‖こ関
しては 管 理指導を徹とさせ 術 生対策に努める。

【医療 救 惑対策】

傷病者に適切に対処するため 医師や務酸師の策駐する救護所を設置し応急処置、
加環にあたるとともに 必要な場合には 外部の医療機関へ搬送できる体制をとる。
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2実 施体制四

〔式典、お■入れ等に関する実施及び運営〕

(県対応)

総務企画部

接遇報道部

会場管理部

宿泊輸送部

較謹衛生部

行事部

〔式典、お手入れ等に関するll画策定、実施運営協力〕

式典者英専門委員会
プロデェーサー 委8t差吉

口

5tR音楽隊編成節会
、
剣
Ｈ

判
リ

健 お手入れ全豊

イ方ィアレクカ刻 ■競争
久谷ふれあい櫛

弐塩 場

デザイぬ 時検討部会
県☆道館)

おもてなし広場

(松山中央公園〕

お ヽ と 主 “ ユ 高 責 囲 条 蔦 ▲ 全国督o2年 中
,Fr f日 "4マ o,凹 ‐ lJ‐ ネ ‐

(R生 産牛習センター)

主粒亜堕整塗_

有舗活動専門委員会
(人万高原ltI産養盟七鋼

棟■1排祭!資姫 捜 凄 維

(合浩新都市
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3 実 施本部組織国

第32回 全国育相祭愛媛県実施本部組織図

副本部長

終務企画部 程務師睦班

お手加 班

接過報道印

報道紀鯨夢

会壊特理部 会壌案内班

会場整理班

首料会場班

サテライ陰 幼"|

凛示販売班

宿滴輸送却 輸送管理班

媒外接力Dを椅油輸送班

県内参加者輸送班

敏殻衛4部

消防防次班

育林技術交流集会班

全国経の少年団活動発表大会班

森林 林業 環境臓較展示実漬会IVl

- 1 7 -



4 実 施本部事務分掌表

算92回 全国育精算愛優県実施本部事務分彗豪

Hl H 分準車務

務章査皿臣 驚B細 窪4 1 実 施本廊o経 括

2全 国市村奈全FO進 行ヽ型に国■/こと

S家 急対策工す他め前に源きたいこと

式弧】 1式 取の進i官 理に園する●と

2ま 彰 重々4t凹 すること

0式 典予英藤の行動官型 こ田すること

4出 ヤ 占つ行動|1震に四すなこと

5擦 め少年団り行動督理に関すここと

5出 誠用■の付理に関すること

お■入れ証 1 お ■入■行すめ述行軍窪に四すること

2お 与人れな爆め受付工す案内に函す●こと

0お 手入れ"rtに 関すうこと

4式 英前 日め'前 lr来め準ね 持専 摘助云J厳 尊に田するとと

5お 手入れ合4り 安全対策 消"及 び断″LE四 に関すること

0お ■人れな母めEl草壊 こヽ するヽ両ま尊及び正両整理に四すること

接赳報=肛 芸辺軍 1■ 即0加 者の技■に関すること

窓醸全= 1報 正全り受付 ぺ内2す 逆行腎理に因すること

2窓 ぶ会会社り成■努に,テ `4再 ほキ云すH市 芝型に田すること

紹道配壊班 1報 道8t係者り受Ⅲ 策車XrF観 建に四十●こと

2配 祭同与東のIHに 四すること

会客官型部 今爆案内】 1式 英会なの受“工び英内に因すること

■壌整理″ 1 式 A■ 壊め安全対策工び全題内外め整窪 [BFすること

2式 英姿なりヽhr工J師 花官型 こ面ヤろ=と

調 対会4互 li興 当日0■ 既峰挑0■ 的 指専 怖"工 す確専に四すること

)'ラ イト会場4 1サ テライトと4の 進行管理に囚する■と

2東 i,テ ライト会班のHlt連 普 こ倒すること

o高 ,,テ ラィト全なoJlt連 ■に画すること

民示五え江 1ヽ もてとし広理の質PltttF連者に四すること

2H履 宮の受Ⅲ■すu震 物の法輝に田すること

宿ヽ輸送廟 磯選付J8■ 1輸 送′ヽス 公力!タ クシー草り連iヽ 理に明f● こと

環1醸 加ヤや拍輸送ュ 1 ■英云び環外び加者のねヽ資● 案内工す寅Hの 円布年に田するヽ と

2■ 人Zす 床A凄 加すの輌さ承 添妥工す奈内藤車 て倒すること

環内草加イ輸送4 1 環内凄力,■の資Ⅲ 輸送′(ス怖家Zす 案内巌■に因すること

2出 購 り輸苦′くス活妥及張 内な事に四すること

o実 にネ胡員ヽい輸送ムス添乗に四すること

庄'4■ 1式 英全努o庄 “理にお チう■両藤部云ltFlr同整窪 `図すること

二食ユ 1星 夜の車●に四十atと

ま輩付4前 ま題, 1班 鬱所の設置選普及tFan人 の無確に因す●こと

"4軍 1交 あ悔どえば張姉 と口 すうこと

消防防災江 1大 次予防 財愛対策に8tすること

2お う人め被彗 こ四すること

行車部 翻 線 術交流架44 1者 甑よ術交流楽全の選営に四すること

全日様の少年Eu活動,ま 大■江 1全 田開う少■田活動をま大会の運営に四すること

2全 国盛リケ年ロタtt栞合つモ■に田すること

森木 本茶 環境磯接震i実 誤会】 1募 4打 祭 環境姿“震示要X会 の連岩 t回 すること
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5 来 場者に対するサービス

(1)基 本的な考え方

全国育樹祭は 県 内外から多数の参加苦を迎えて開催することから 来 場者の利
便性 安全性等に配慮したサービスを行う。

C21総 合案内

① 式典会場に絡合案内所を設置し 会場内の施設案内をはじめ 育村第に関する
すべての案内業務を行う。

② 遺失物 冶得物は 総 合案内所において取扱う。
③ 迷人は 総 合案内所において対応し 関係者の早期発見に努める。
④ 場内jrfは 必 要に応じて司会席または大会本部において行う。

(3)救  護

式共会場及びお手入れ会場に取護所を設け、傷病人の初期対応を行うとともに
枝急病院との連携による来場者の取護に努める。

141機 遇

〇 式典会場及びヽ 手入れ会場に場茶接作所を設け 来 犠若サービスに努める。
② 参力時及び大会関係者に配付するチ当は 食中毒ふミの観点からも十分な衛生

管理に努める。

0輸 送

Oバ ス判立の行動が基本となることから 添乗員が誘導するとともに 判Blしや
すいように号草表示サインで確実に誘導する。

② 徒歩による移動が困難な高齢者や身略者に対するサポート体制を整える。

0そ の他

① 式央会場及びお手入れ会場|ヨ般 トイレを設け定期的な巡回清掃など快適な
環境の捌共に努める。

② 式典会場内に郵 尊 の窓日を設け 来場者への宅配等のサービスに努める。
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6 警 備け災対策

(1)基 本的な考え方

全国育樹察の開催に当たり 火 災その他の英害を未然に防止するとともに、地震
等非常の場合における措置について万全を期すため 関係懐関 団体等の脇力を得
て、安全かつ円滑な大会運営を図る。

(2)警 憶対策

O式 典会場及びヽ手入れ会場並びに両会場周辺に割楠員及び実施本部員を置巳置
し 車 両や来犠者の整理 競尊を行うとともに、事様及び犯罪発生の防止に努
める。

② 事故発生時の大会本部への選総、述雌磁半及び緊急車両の出動日平う交通整理、

誘導を行う。

③ 式典会場及びお手入加会場における紫止事項を別に定め、県警察本部との連携
のもと 安 全な大会運営に努める。

131消 防防災対策

〇 お手メれ会場には、消化器を機にし 火 災等の予防を徹底する。

② 式典会場及びお手みれ会場に1ま、消防HE両を配置し 万一の火災または災害発
生時に速やおJこ対応できる体制を盟椅する。
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7 環 境衛生対策

(1)基 本的な考え方

参力時 全員に安全かつ床道に過ごしてもらうために、食品衛生、環境衛生及び防

疫対策について 関係機関と協議を行い、4114対策に万全を期すとともに 式真会

場においては廃乗物の発生を海力抑制する。

(2)式 奥会場内の食品衛生対策

① 保健所の指導に沿った事前資品衛生教育を行い4vr生管理意識の徹底を図る

② 弁当配付所及鰺 接待所の担当責任者を明転にし 41品衛生管理体制を確立

する。

③ 参加者等にallす る弁当は 保冷設備を持つ弁当搬入車を使用し、811時 間ま

での保冷保管を実施する。

④ おもてなし広場における各査品取扱出店栄者 団体については 食品衛生責任

者を置くことを義務づけるとともに 全従業員に衛生皆理を徹底させるよう指

導する。

(3)宿 泊施設対策

参カロ者及び大会剛為者の宿泊施設においても 事 前の交品衛と指導を行い 資 品

衛生管理を徹底させる。

0衛 生対策

O廃 乗物の菊積が予想されるおもてなし広場周辺には消掃スタッフを言端する。
② 式大会場内にゴミ集積所を設置するとともに係員による道宜巡回清掃を行い

民適な慕境づくりに努める。

③ トイレについても 巡回清掃及び確認を行い 続潔3賞 いやすい環境づくりを
サいがける。

④ 式典会場及びお手入れ会場内施設は 極カレンタル品を側用し 敵去後の産業

廃莱物量の削減に努める。
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医療 教 護対策

0)基 本的な考え方

参加者の傷病等の発生に備えるため 医療 救護榊制を圏楠する。

12j ロョ康 お信螢推

① 式換会場及びお手入れ会場内に数護所を設置し傷病者の医療 Sfrにあたる。

② 数護所には、医師 看護師及働坊序者の加策に必要な医慕品 医療器具を配置す
る。

③ ll元消防本部の協力を得て 救急隊及び教息輩両を式真会場及びお手入れ会場
に待機させ、医師の要請に基づき傷病者を病院まで移送する。

O複 垢者移送先の病院については あらかじめ地元医療機関に対し協力依頼を行
う。

131傷 病吉発生時の対応

傷病者発生時における迅速かつ道剪な加家に努めるため 医療 数謹対応フP―

を計回する。

医療 数 護対応フコー

傷病者を発見した場合 傷病状態等を確認

医師等による診察 応 急処置 指 導

加療 休 息 安 静 医療機関への移送

救急章 病 院遵結

家族 関 係者遵結
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9 宿 泊 ・輸送等対策

(1)宿泊計画

中央 県外から接力「する招待者の箱消施設を確保する。

(2)輸送計画

参加者の輸送は主に貨切本スで計画的に行い 軍 内でのは現や会場内の誘導を行う。

日 程 李加者区分 人数 箱お地 備 考

10,24日 (全)

中央字加者
県外李加者

200 松山市内
お手入れ行事像力,者

(前泊希望者)

県外李",答 100 松山市内
併催行事参加者
(前泊希望者)

10月 25日  (上 )

中央李加者 266 松山市内
式典参加者

(前泊)
県外●加答

400 松山市内
Ａ
Ｖ

Ａ
Ｗ 久万高原町内

10月 26日  (日 ) 県外字加者 Ａ
ｕ

Ａ
Ｖ

松山市または
他市町

視環コース参加者

日 を呂

行事名
型 耳, 1 本 空 l_む 響  1   台 数

極  路

9月 13日 (土〉

式其り″ヽ一サル

ツハーすル●加を1 5叫 1 大 科てス`

指張集合場所 ― 県武道由 ―

５

一
所場合集

１
１
残地

9拐28B〈 日)

総合ツハーサル

リハーサル●加を 800 大型本ス 25

地城集合縄所 ‐ 県武道田 (久谷ネれあい林)一 地域集合場所

10月25日 (士〉

前日り′ヽ一サル

リハーサル牟力u者 800 大型″`ス ●
）

０
４

地城集合場所 ― 県武道館 → 地域集合場所

10月25日 (士)

お手入れ行孝

中央 県外律加者 1品  1 父 畳長妥

30

5

松山空港 → 久容ふれあい林 ‐ 宿泊塚所 線 離会会場

県内李加者 200 大型″`ス 6

松山市内 題 部町構合公田 ‐ 久谷ふれあい林 → 松山市内 題 部町結合公国
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日 程

行事名

参功「者区分 人数 1  輸 送手段 台数

経 路

10月25日 (上)

全国緑の少年団
活動発表大会

県内参加者
1  400 | 大型夕嫁 | 12

地域集合場所 → 生産学習センター

県外参加者  |

松山空港

1 0 0

J 一タンセ

―
―
習学

ユ
雛

3

10月25日 (上)

育林技術交抗集会

県内参加者 400 大型′ヽス 11

地域集合場所 → 久方高原町産業文化会館 → 地域集合場所

県外参加者 | 100 | 大型パス | 3

松山空港 JR松 山駅 → 久方高原町産業文化会館 → 宿泊場所

10月 26日 (日)

式 典

V I P

中央 県 外参加者

3 0

1 7 0

″ヽイヤー

大型′`ス

30

5

宿泊場所 → 県武道猫 → 松山空港 JR松 山駅

原外凄力者 (■瓶活動) 600 大型バス 15

宿泊場所 一 人谷ふれあいホ → 県武道億 → 松山空港 JR松 山駅

(視疾ヨース譲加者) ( 1 0 0 ) 大型タツ 4

県武道鯖 → 視奈ヨーメ

果内参加者
1 1 500 | 大型パ ス | 43

地域集合場所 → 県武道臨 → 地域集合劫所

環,型言ほ砂年J400_上
宿泊場所 地 域集合場所

大型パス

→ 県式道館

十 _ど _
→ 地域集合場所

協力員 式 典予楽隊1 400  1  大 型″ヽス

地域集合場所 ‐ 県武道鯖 →

10月26日 (日)～

10月27] (月 )

森様 ホ 業 環 境
機賊展示実演合

県内外参加者 5 000 シャ トルノ`ス 1

JR今 お駅→今冶新都市→ jR今 治駅

児並 生 徒等見学者
1 1000 | 大型パス

  |
4

各学校等 → 今お新都市 → 各学校等
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13)観 察計画

祖察ヨースの内容は、宏媛昧の自然や却 ヒ 歴 史を紹介するとともに観光名所、

食対 ヒ等のや色をできるだけ活かすものとする。

なお、視察計画の障細は、宿泊 輸送等業務を担当する旅行業者力現U途企画する。

141弁 当口耐 画

術生面に最大限注意し、外養 分 去年を考慮したキ帥酸のある内容で、宏寝の特

溜効を慶り込んだ弁当を律カロ者の星交として用意する。

夕加者等に配付する弁当の製造碧首の遅定に当たっては、資品街生管理の徳底さ

れている業者を通定するとともに メ ニューについても 資 材 田理となど食中毒
の防止を図るうえで、手前に十分な検討を行,。

O式 淡 総 合 前 日,ハーサルの星食

② 式淡当日の昼食

④ O碑姉幸年の昼食

0名 貯管理 ・案内伏作成計画

中央 県 内効 きの出欠状況等について 名 簿管理システム等の利用により効

率的に管理し 案 内状尊の拘伐 発送を行う。

161参 加者儀導章面

皇巌殿下をはじめ県内外力さらの淳カロ者をお迎えするにあたり 安 全性を確保し、

各会場へのスムーズな入退場ができるように 円 滑な●llD者競導の実施を行う。
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10 広 報 PR計 画

(1)基 本的な考え方

第 32回全国育械祭開催へ向けた気退の酌我を図るとともに 「森体と共生する文

イ町 を全国へ向けて発信するため、各を広報 PR活 動を幅広く展開する。

の 広報 PR計 画の振要

O育 材祭に関する各種情報を、ホーム本一ジゃ県 市町の広報誌 地 元マスメデ

ィア等を通じて定朔的に公開し、開催まで経続的な情報発信を行うことにより

開催へ向けた気選を醸成する。

O第 32回全国青樹タホーム末_ジ

htt,t//1w成of ehilEc jッh35砲γ4kujusa1/index h価1

② 県民が直横「森林づくりJに濠カロできる配念行事や地域育村活動等の開担を広

く周知するとともに 開 催状況年を県政広報番組等で紹介することにより「県

民参加の練休づくりJの重要性と「県民手作り」での青樹茶の開催についての理

解を深めるも

③ 県 市町、関係機関 団体はもとより、大会実行牽員会委員や地元マスメディア、
更には協賛企業等にもご協力をいただくなどして育就祭開催の趣旨等を県民
各滉各層に広く浸透させる。

④ 大会キャラクター FE～ もりくんJをほ用したバッ'ペ タカレ、軍手などを制

作し 記 争行事やる域有掛活動で0市 することによりPRを 実施する。

⑥ 森林 林案分野以外のイベントに 「E～もりくん』の着ぐるみの派遣、育樹察
のチラシやPRグ ンズの配布を行い、広報分野の拡大を図ることとする。

⑥ 大会イメージツング 「愛壌の駄Jを各種イベント等でBCM等 に使用するなど

して普及を図るとともにPRの 一助と成丸

④ 育描集関連行事に伴う交通規制竿が必要な場合は 事 前及び当日に各種の

広告媒体により 「交通規制情報」等の広報を実施し、交通翔制による交通渋液
の絞前を回る。

131共 通 ロゴタイプ

ポスターやチラシウミンフレクト、各種国市物やPRグ ッズ等tg却軒する「全国市

村知 の,ゴタイプを統一することによりPR効 果を高めるとともに 各8団 体や臨

策企業等が使用する陳少打便性を回ることとする。

―
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141各 種イベン トによる広報 PR

【ブレイベント】

暖援離 描勾

平成20年5月 10日 (D 入 谷ふれあい体

【関連イベント〕
「全国育村祭記約    「地域育村活動J

会 場 i県内在地

期 間 :平成19年8月～平成20年 10月

内 容 :県 市町や森ネ組合、奈体ボランティア等が実施する森林 林業に関

する行義

151開 催記録及び事後広報

育綱祭の開催結果を記録 保tFfる ため、記録議及び配録映像(DVD)を 制作し、
育樹祭閉会後の事後広報をかねて関係先へ配布する。
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